
 

 

3. 普及啓発 

3-1. 概要 

行動計画に示す普及啓発の取組として、県民の外来種問題への意識向上や、ペットや園芸植物

等の適正飼養・栽培を促すため、県民や関係事業者等に対し、普及啓発のための取組を実施した。 

 

・県民全般    外来種に関する企画展の開催 

・学校等    普及啓発資料の作成・配布 

・ペットショップ・園芸ショップ等 普及啓発資料の作成・配布 

・農林水産事業者   普及啓発資料の配布 

・意図的外来種（外来植物の適正利用方針）普及啓発資料の配布 

上記取組を実施するために必要なパネル、展示物等を作成した。 

 

以下、行動計画での記載内容と今年度の取組を整理した。 

 

3-2. 県民全般 

【行動計画での記載内容】（p3） 

(1) 対策基盤の整備 

1) 普及啓発 

① 県民全般 

外来種はペット等としても多く利用されており、私たちの生活と密接に関わっています。この

ため、県民一人ひとりが外来種問題を認識し、外来種被害防止三原則（「入れない」「捨てない」

「広げない」）を守ることが大切です。 

現在実施している捨て犬・捨て猫ゼロを目指した「一生うちの子プロジェクト」によりペット

の適正飼養を促すとともに、行政施設等においてパンフレットの配布やポスターの掲示等を行い、

県民全体の外来種問題への意識向上を図ります。また、県内で開催されるイベント（県民環境フ

ェア等）にブースの出展を行い、パンフレットの配布やパネルの展示を行います。 

 

【今年度の取組内容】 

(i) 開催方法及び開催場所 

県民全般への普及啓発の取組は、県民環境フェアでのブース出展を想定していた。しかし、新

型コロナウイルス感染拡大に伴い、その開催は不確定な状況であったため、県内各地でパネル展

「沖縄の外来種問題を考えよう！」を開催した。開催場所は、生物や外来種問題への興味・関心

の有無にかかわらず、様々な方たちが観覧可能な場所として、図書館等を中心とした。また、昨

年度の取組では沖縄島の 1 箇所（沖縄県立博物館・美術館でのオンライン併用セミナー及び併設

パネル展）での開催であったため、今年度は沖縄島に加え、宮古島、石垣島でも実施した。なお、

令和 4年 1月 31日に開催予定であった県民環境フェアは中止となった。 
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表 3-2.1 県民全般を対象とした普及啓発活動 

開催場所 開催期間 

沖縄島 沖縄県立図書館 令和 3年 10 月 13日～10月 25 日 

道の駅 ゆいゆい国頭＊1 令和 3年 12 月 1日～令和 4 年 3月 10日 

沖縄県立博物館・美術館＊2 令和 4年 2月 22日～3月 13 日 

宮古島 宮古島市立図書館 令和 3年 11 月 4日～11月 17 日 

宮古島市役所 令和 4年 2月 28日～3月 11 日 

石垣島 石垣市立図書館 令和 3年 12 月 2日～12月 16 日 

ユーグレナ石垣港離島ターミナル 令和 3年 12 月 2日～12月 16 日 

国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター 令和 3年 12 月 2日～12月 16 日 

＊1 国立沖縄自然史博物館誘致企画展の開催場所の一角にて開催した。 

＊2 沖縄県立博物館・美術館と共同主催のもと、「おきなわの生物多様性を守ろう－希少種保全と外来種対策－」と

して開催した。 

 

 

沖縄県立図書館 

［展示スペース］ 

 

道の駅 ゆいゆい国頭 

［常設展示室］ 

 

沖縄県立博物館・美術館 

［エントランスホール］ 

 

宮古島市立図書館 

［ブラウジングコーナー］ 

 

宮古島市役所 

［展示スペース］ 

 

石垣市立図書館 

［展示室］ 

 

ユーグレナ石垣港離島ターミナル 

［待合ロビー］ 

 

国際サンゴ礁研究・モニタリングセ

ンター ［玄関ロビー］ 
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(ii) 展示内容 

昨年度の取組のものと概ね同じ内容になるが、外来種リストが更新されたこと（令和 3年 3月）

を受け、一部内容を修正し更新した。また、会場や展示場所の広さに合わせ、展示物を適宜変更

した。 

 

表 3-2.2 県民全般を対象とした普及啓発の展示内容 

解説パネル 沖縄県の外来種対策やリスト掲載種を紹介したパネル 

生物実物大パネル リストで優先的に対策する種と選定した外来種の実物大写真 

外来種紅型 リストで優先的に対策する種と選定した外来種を紅型で表現したもの 

ヒアリ観察顕微鏡 関心の高い実物のヒアリ（標本）を観察する顕微鏡 

資料配布 外来種対策指針（A4 冊子）や普及啓発グッズ（シール・ステッカー）の

配布 

 

 

解説パネル 

 

生物実物大パネル 

 

外来種紅型 

 

ヒアリ観察顕微鏡 

 

資料配布 
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【普及啓発グッズ】シール・ステッカー 

（  ：令和元年(2019年)7月作成版からの追加箇所） 
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(iii) 実施結果（資料配布数とアンケート回収数） 

8会場でパネル展を実施し、指針（概要版：A4冊子、8ページ）を 1,103部、外来種リストで優

先的に対策する種とした生物のシール及びステッカーをそれぞれ 1,780部、1,774部を配布した。

ここでの配布部数は持ち帰られた数を指すが、冊子体である指針よりも気軽に手に取りやすいと

考えられるシール及びステッカーの配布部数が多い結果となった。 

また、各会場でアンケートを実施し、計 232名から回答を得た。外来種という言葉については、

84％の方が意味を知っていたものの、11％は言葉は聞いたことがあるが意味は知らなかった、と

いう回答であった。沖縄県が外来種対策を実施していることについては、70％の方が知っていた

ものの、26％は知らなかった。また、このパネル展を通じて、90％の方から理解が深まったと回

答を得た。印象に残った内容では、「ヒアリ観察顕微鏡」が 50％と最も高く、次いで「外来種紅型

（45％）」、「生物実物大パネル（42％）」、「解説パネル（30％）」の順であった。感じたこととして、

「もっと学びたい」が最も高く 56％、次いで「動物を捨てない、逃がさない（55％）」、「植物を敷

地外に植えない（41％）」、「イベントに参加したい（33％）」、「その他（25％）」の順であった。「そ

の他」への記載内容として、ヒアリが初めて見られて参考になった、沖縄の在来種についても知

りたくなった、印象的なイラストが目に留まりパンフレットなどを読む気になった、地域の図書

館など気軽に行ける場所にも展示をしてほしい、小学生向けの対応も行ってほしい、子どもたち

に伝えるための資料があると良い、などがあった。 

 

表 3-2.3 県民全般を対象とした普及啓発資料の配布数 

会場（開催日数：休館日等は除く） 
配布部数 アンケート

回収数 外来種対策指針 シール＊1 ステッカー＊1 

沖縄県立図書館（12日） 165 200 200 46 

道の駅 ゆいゆい国頭（100日） 191 400 400 71 

沖縄県立博物館・美術館（18日） 334 400 400 38 

宮古島市立図書館（12日） 57 109 124 31 

宮古島市役所（10日） 44 82 71 8 

石垣市立図書館（13日） 61 139 129 16 

ユーグレナ石垣港離島ターミナル（15日） 151 200 200 19 

国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター

（11日） 
100＊2 250＊2 250＊2 3 

計 1,103 1,780 1,774 232 

＊1 シール・ステッカーの設置数は開催期間 1週間につき 100部を目途とした。 

＊2 展示期間終了後に国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターにおいて設置及び使用予定の数を含む。 
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アンケート結果（全体） 

○回答数       232      

 

Ｑ１：今日、会場を訪れる前、外来種という言葉を知っていましたか       

・外来種という言葉の意味を知っていた    194  84％ 

・外来種という言葉は聞いたことはあったが、意味は知らなかった  26  11％ 

・今日、初めて外来種という言葉を知った    07   3％ 

・わからない        03   1％ 

（未回答 2） 

Ｑ２：沖縄県が外来種対策を実施していることを何かひとつでも知っていましたか     

・知っていた       161  70％ 

・知らなかった       59  26％ 

・わからない        09   4％ 

（未回答 3） 

Ｑ３：この展示を通して外来種についての理解が深まりましたか       

・理解が深まった      206 190％ 

・理解は深まらなかった      15   7％ 

・わからない        08   3％ 

（未回答 3） 

Ｑ４：この展示のどれがもっとも印象に残りましたか（当てはまるものすべて）     

・ヒアリ観察顕微鏡       88  50％※ 

・外来種紅型        80  45％※ 

・生物実物大パネル       74  42％※ 

・解説パネル        53  30％※ 

・その他        14   8％※ 

・印象に残ったものはなかった       2   1％※ 

・わからない         3   2％※ 

（展示物をすべて展示した会場の集計結果） 

※回答者 177名に対する割合 

 

Ｑ５：この展示を通して感じたことを教えてください        

・飼育している動物を捨てない、逃がさないようにしようと思った 128  55％※ 

・栽培している植物を敷地の外に植えないようにしようと思った  94  41％※ 

・外来種についてもっと学びたいと思った   131  56％※ 

・外来種対策のイベントに参加してみたいと思った   76  33％※ 

・特に感じたことはなかった       4   2％※ 

・その他        58  25％※ 

・わからない         4   2％※ 

※回答者 232名に対する割合 
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「その他」への記載内容（一部）          

 ・ヒアリが初めて見られて参考になった。 

 ・沖縄の在来種についても知りたくなった。 

 ・アメリカハマグルマは見たことがある気がする、外来種とは知らなかった。 

 ・紅型に惹かれたのが正直なところだが、そこから外来種についての内容にも興味を持った。 

 ・印象的なイラストが目にとまり、掲示物やパンフレットなどを読む気になった。 

 ・詳しい人向けに最新の情報や文献も展示してほしい。 

 ・地域の図書館など、気軽に行ける場所にも展示をしてほしい。 

 ・子供たちに伝えるための資料があると説明しやすい。 

 ・小学生向けの対応も行ってほしい。 

 ・外来種がいることは分かったが、個人がどうアクションすべきなのかが分からなかった。  
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(iv) 今後の展開 

今年度はコロナ禍でも実施可能な取組として、パネル展を各地で開催した。また、展示物を複

数揃えることで、同期間に複数会場での開催も可能な体制を整えながら実施した。 

開催場所とした図書館は、様々な方たちへ幅広く周知を図る場として有効であり、資料の補充

等についても協力が得られやすいなどのメリットがあると考えられる。また、市町村立図書館は

より地域住民に近い場であるため、市町村担当課と連携し（例えば、住民に知ってもらいたいこ

とや行政が取り組んでいる対策などの情報収集など）、地域に合わせた展示内容にすることで、よ

り関心を持ってもらいやすい場として活用できると考えられる。 

一方で、詳しい人向けの最新の情報なども展示してほしい、見つけて駆除したいのでツルヒヨ

ドリの特徴（葉の形など）を知りたい、などのアンケート回答もあり、現在の展示内容に加え、

深堀りした内容の追加を検討する必要性も示唆された。そのため、外来種リストで示した優先的

に対策する種の特徴や詳細な解説などを示した内容のパネル等の作成を検討する。また、博物館

等で開催することで、学芸員等の方々と連携及び協力を図る。 

以上を踏まえ、次年度は図書館を基軸として幅広く周知を図るとともに、博物館等で深掘りし

た内容の周知を行うことで、県民への普及啓発を推進する。 

 

表 3-2.4 今後の県民全般を対象とした普及啓発活動 

図書館 博物館等 

・幅広く周知 

・市町村担当課と連携 

→地域に合わせた展示内容 

・深掘りした内容の周知 

・学芸員等と連携 

→詳細な情報の提供 

【開催場所候補】 

市町村立図書館 37館 

（市立 23館、町立 7館、村立 7館） 

【開催場所候補】 

博物館等 20施設程度 

（自然史系） 
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